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久
し
ぶ
り
に
青
空
が
顔
を
の
ぞ
か
せ

た
2
月
9
日
、
町
内
小
・
中
学
校
ス
キ

ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
豪
雪
災
害
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
る
ほ
ど
に
降
り
続
い
た
雪
に
迷

わ
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
、
絶
好
の

ス
キ
ー
コ
ソ
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
恵
ま
れ
、

会
場
の
少
林
寺
山
ス
キ
ー
場
・
統
合
中

学
校
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
大
勢
の
父
兄
が

声
援
す
る
中
、
子
供
た
ち
は
元
気
い
っ

ぱ
い
、
回
転
・
大
回
転
・
距
離
競
技
に

覇
を
競
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
当
日
の
結
果
は
7
ぺ
ー
ジ
で
す
。
）
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一
、
　
和
牛
飼
養
戸
数
及
び
飼

　
養
頭
数
に
つ
い
て

　
昭
和
五
三
年
二
月
一
日
現
在
の
和
牛

飼
養
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

和
牛
飼
養
戸
数

一
一
六
戸

和
牛
飼
養
頭
数

三
一
〇
頭

内
訳
　
繁
殖
牛
　
　
一
八
九
頭

肥
育
牛
　
　
二
二
頭

　
こ
の
う
ち
一
戸
一
頭
飼
養
戸
数
は
八

九
戸
で
あ
り
、
二
頭
以
上
飼
養
戸
数
は

二
七
戸
で
、
こ
の
頭
数
は
一
ニ
コ
頭
と

な
り
ま
す
。

　
昨
年
よ
り
戸
数
で
一
八
戸
減
少
し
ま

し
た
が
、
殆
ん
ど
一
頭
飼
育
農
家
で
あ

り
頭
数
は
四
頭
減
少
し
た
に
留
ま
り
ま

し
た
。
従
っ
て
所
謂
多
頭
化
が
進
ん
だ

と
言
え
ま
し
ょ
う
。

二
、
　
子
牛
多
頭
生
産
状
況
に

　
つ
い
て

　
町
で
子
牛
を
販
売
し
た
頭
数
は
一
〇

二
頭
（
松
代
家
畜
市
場
九
三
頭
、
虫
川

及
び
直
江
津
家
畜
市
場
九
頭
計
一
〇
二

頭
）
で
あ
る
が
、
そ
の
内
五
四
頭
は
一

九
名
で
生
産
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
然
し
和
牛
の
飼
養
は
必
ず
し
も
多
頭

飼
育
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
ど
こ
で
も
和

牛
の
飼
養
は
実
際
は
農
家
の
主
婦
の
方

が
な
さ
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

　
農
家
の
主
婦
は
忙
し
い
の
は
わ
か
り

ま
す
。
農
作
業
も
手
伝
わ
ね
ば
な
ら
ず

52年度に1戸2頭以上子牛を生産し

家畜市場で販売した方は次の方々です。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

食
事
の
用
意
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

子
供
の
世
話
か
ら
主
人
の
身
の
ま
わ
り

ま
で
み
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
然
し
牛
が

可
愛
い
く
て
一
－
二
頭
の
牛
な
ら
大
丈

夫
だ
と
い
う
主
婦
も
非
常
に
多
い
の
で

す
。　
主
人
は
冬
は
出
稼
ぎ
に
行
く
か
ら
冬

は
全
く
牛
の
め
ん
ど
う
は
主
婦
が
み
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
牛
を
や
め
た
ら

気
楽
で
、
気
楽
で
と
い
う
主
婦
の
言
葉

を
聞
き
ま
す
が
も
う
一
度
考
え
な
お
し

て
み
て
下
さ
い
。
そ
し
て
主
人
の
出
稼

中
は
目
分
の
仕
事
だ
と
考
え
、
「
子
と

り
」
を
し
て
少
し
で
も
家
計
の
た
し
に

し
て
い
た
穿
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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・29730円になります
！

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
が
、
こ
の

四
月
分
か
ら
、
　
一
ケ
月
二
、
七
三
〇
円

に
な
り
ま
す
（
現
在
月
二
、
二
〇
〇
円
）
。

今
回
か
わ
る
の
は
定
額
保
険
料
だ
け
で

附
加
保
険
料
は
合
ま
で
と
同
じ
一
ケ
月

四
〇
〇
円
で
す
。
し
た
が
っ
て
附
加
保

険
料
を
納
め
て
い
る
人
は
、
定
額
保
険

料
と
附
加
保
険
料
を
合
せ
て
一
ケ
月
三
、

二
二
〇
円
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ

く
事
に
な
り
ま
す
。
　
（
現
在
月
二
、
六

〇
〇
円
）
◎
国
民
年
金
は
、
一
昨
年
の

法
改
正
に
よ
り
、
夫
婦
で
共
に
附
加
年

金
に
も
加
入
し
て
二
五
年
間
納
め
た
場

合
、
月
額
八
万
円
以
上
の
年
金
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
う

し
た
年
金
を
支
給
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
適
切
な
年
金
財
政
を
運
営
し
て
い
く

た
め
に
必
要
な
保
険
料
は
現
在
月
五
、

一
五
〇
円
と
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
国
で
は
国
民
年
金
加
入
者
の
皆
さ

ん
の
負
担
が
急
に
増
え
る
こ
と
を
避
け

て
、
昨
年
四
月
か
ら
一
ケ
月
二
、
二
〇

〇
円
、
そ
し
て
、
こ
の
四
月
か
ら
二
、

七
三
〇
円
と
段
階
的
に
引
き
上
げ
を
行

な
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
国
民

年
金
を
よ
り
よ
い
制
度
に
す
る
た
め
、

保
険
料
の
改
正
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

福
祉
年
金
は

四
月
に

支
払
れ
ま
す

　
合
ま
で
福
祉
年
金
を
受
取
る
月
は
一

月
、
五
月
、
九
月
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
の
国
民
年
金
法
の
改
正
で
、

四
月
、
八
月
、
十
二
月
に
変
更
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
年
金
の
支
払
月
は
一
ケ

月
づ
つ
早
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
こ
と
し
最
初
の
年
金
は

四
月
十
一
日
か
ら
受
取
れ
ま
す
か
ら
、

忘
れ
ず
に
定
め
ら
れ
た
郵
便
局
で
受
取

っ
て
下
さ
い
。



民
生
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

　
民
生
委
員
の
任
期
は
3
年
と
な
っ
て

お
り
、
昨
年
H
月
で
前
の
方
々
の
任
期

が
終
り
、
⑫
月
－
日
で
新
し
い
民
生
委

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
町
の
民
生
委
員
の
定
数
は
2
2
名

で
、
別
表
の
と
お
り
各
地
区
を
担
当
し

地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
活
動
し
て

お
り
ま
す
。

　
民
生
委
員
は
児
童
委
員
も
兼
ね
て
お

り
、
生
活
困
難
な
場
合
、
身
体
障
害
者
、

精
神
薄
弱
者
、
老
人
、
母
子
等
の
福
祉

の
外
、
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
こ
と
が

ら
に
つ
い
て
も
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
相

別表

談
相
手
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。　
そ
の
仕
事
を
進
め
る
に
当
っ
て
は
、

個
人
の
人
格
を
尊
重
し
、
そ
の
身
上
に

関
す
る
秘
密
は
守
り
、
差
別
的
な
取
扱

を
す
る
こ
と
は
な
く
、
又
そ
の
職
務
上

の
地
位
を
政
治
的
目
的
に
利
用
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
自
身
に
、
又
地
域
に

前
に
掲
げ
た
よ
う
な
こ
と
で
、
問
題
が

あ
り
ま
し
た
ら
地
区
担
当
の
民
生
委
員

に
ご
相
談
下
さ
い
。

番 民　　生 委 口
貝

口
万
　　　｝担当地区 氏　　　名 部落 電話番号

1 松代 菅井　ハル 松　代 7－2225

2 小荒戸・太平 柳　　三郎 太　平 7－7496
3 菅刈・田沢 市川　藤蔵 田　沢 7－7338

4 ／』・屋丸・池之畑 柳　　文雄 小屋丸 7一一9696
5 下山 宮沢　甚吉 下　山 7－9725

6 千年・池尻 柳　　栄策 千　年 7－8746

7 会沢・蓬平 五十嵐政勝 会　沢 7－9507

8 清水・桐山 小山　　茂 桐　山 7－9582

9 東山・海老 石沢　セィ 海　老 7－2731
10 犬伏・孟地 柳　文八郎 孟　地 7－7248
】1 片桐山・滝沢 佐藤　正義 滝　沢 7一一7551
】2 中子・苧島 柳　富美雄 苧　島 7－7226
】3 田野倉・仙納 本柳善右工門 仙　納 7－8176
14 田代 若月　郡二 田　代 7－9148
15 莇平・小貫 小山　直治 小　貫 7－8253
】6 諏訪峠・寺田 山岸　健吉 寺　田 7－8506
17 名平・蒲生 倉石　義乗 蒲　生 7－2275
18 儀明 小堺　欣一 儀　明 7－8442
】9 福島・奈良立 堀川千代子 奈良立 8－4492
20 室野 関谷　秀夫 室　野 8－4516
21 竹所・木和田原 佐藤　信忠 竹　所 8－4416
22 濁・峠 牧田　カツ 峠 8－2086

松
代
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

”
愛
の
毛
糸
編
み

　
　
　
　
　
　
　
運
動
”

　
「
私
た
ち
松
高
家
庭
ク
ラ
ブ
は
、
毎

年
愛
の
毛
糸
編
み
蓮
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
個
人
が
作
っ
た
モ
チ
ー
フ
を
つ
な

げ
た
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ
、
マ
フ
ラ
ー
な

ど
送
り
ま
す
の
で
、
子
供
た
ち
に
使
っ

て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
こ
の
手
紙
と
と
も
に
、
　
一
月
の
末
、

毛
糸
あ
み
の
可
愛
い
、
き
れ
い
な
ベ
レ

ー
帽
な
ど
帽
子
や
、
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ
、

マ
フ
ラ
ー
な
ど
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
ダ

ン
ボ
ー
ル
箱
が
、
役
場
の
福
祉
係
の
窓

口
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
月
号
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
松

代
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
で
は
、
こ
こ
数
年

こ
の
活
動
を
続
け
て
来
ま
し
た
。

　
役
場
で
は
2
月
8
日
、
新
井
市
に
移

転
し
た
県
立
に
し
き
学
園
に
届
け
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
に
し
き
学
園
」
は
知
能
の
発
達
の

遅
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
入
っ
て
い

る
施
設
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
小
さ
い

中
か
ら
親
元
を
離
れ
、
施
設
の
職
員
や

地
域
の
住
民
の
温
い
手
に
守
ら
れ
励
ま

さ
れ
一
生
懸
命
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
届
け
た
際
に
写
し
て
来
た
写
真
で
す
。

先
生
方
に
き
せ
て
も
ら
っ
て
喜
ん
で
い

る
と
こ
ろ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

通
学
路
　
黄
色
い
帽
子
に
　
注
意
と
徐
行

運
動
期
間
4
月
6
日
～
4
月

◇
　
運
動
の
目
的

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
人
に
交
通

安
全
思
想
を
普
及
徹
底
し
、
正
し
い
交

通
ル
！
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と

に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も

の
で
す
。

◇
　
運
動
の
重
点

子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止
．

一
、
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
、
特
に

、、
◇

15
日
ま
で

夜
間
に
お
け
る
交
通
事
故
の
防
止

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

～
通
学
路
黄
色
い
帽
子
に

　
　
　
　
　
注
意
と
徐
行
5

・
こ
ど
も
や
お
年
寄
り
の
そ
ば
を
通
る

と
き
は
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目
に
、
間

隔
は
十
分
に
と
っ
て
下
さ
い
。

・
こ
ど
も
は
車
が
大
好
き
で
す
。
車
を

動
か
す
と
き
は
、
そ
ば
に
こ
ど
も
が

居
な
い
か
良
く
確
か
め
て
下
さ
い
。

難

（3）



一
問
一
答
戸
籍
の
知
識
④

戸
籍
の
謄
抄
本
の

　
　
　
　
意
義
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…
㈹
　
戸
籍
の
謄
本
と
か
抄
本
と
い
…

”
　
う
の
は
、
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。
…

“
　
ま
た
、
そ
れ
ら
は
い
つ
で
も
、
　
…

…
　
誰
で
も
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
…

…
　
で
き
る
か
。
　
　
　
　
　
　
　
…

㈱
　
戸
籍
の
記
載
の
全
部
を
転
写
し
た

　
も
の
を
戸
籍
謄
本
と
い
い
、
戸
籍
の

　
記
載
の
一
部
（
請
求
者
の
指
定
す
る

　
部
分
）
を
そ
の
ま
ま
転
写
し
た
も
の

　
を
戸
籍
抄
本
と
い
う
。
ま
た
、
除
か

　
れ
た
戸
籍
の
謄
本
を
除
籍
謄
本
と
、

　
除
か
れ
た
戸
籍
の
抄
本
を
除
籍
抄
本

　
と
い
う
。
さ
ら
に
請
求
に
よ
っ
て
除

　
籍
者
に
関
す
る
記
載
の
謄
写
を
省
略

　
し
た
、
い
わ
ゆ
る
省
略
抄
本
と
い
わ

　
れ
る
戸
籍
謄
本
の
発
行
も
認
め
ら
れ

　
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
の

　
戸
籍
法
改
正
に
よ
っ
て
、
こ
の
省
略

　
抄
本
は
廃
止
さ
れ
た
。

　
　
戸
籍
謄
本
や
戸
籍
抄
本
は
、
何
人

　
で
も
所
定
の
手
数
料
を
納
め
て
戸
籍

事
務
管
理
者
で
あ
る
市
町
村
長
に
対

　
し
、
そ
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と
が

　
で
き
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し

　
か
っ
て
は
、
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、

誰
の
戸
籍
謄
本
、
抄
本
で
も
交
付
を

　
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
第
三

者
が
目
分
の
戸
籍
謄
本
の
交
付
を
受

け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
侵
害
さ
れ
る
と
い
っ
た
例
も
絶
無

　
で
は
な
か
っ
た
（
た
と
え
ば
、
帰
化

者
で
あ
る
と
か
、
非
嫡
出
子
で
あ
る

と
か
い
っ
た
場
合
に
、
そ
れ
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
と
い
っ
た
例
が
そ
れ
で

あ
る
。
）
。
そ
こ
で
昭
和
五
十
一
年

度
六
月
の
戸
籍
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、

戸
籍
謄
本
や
戸
籍
の
抄
本
の
請
求
を

す
る
に
当
っ
て
は
、
e
戸
籍
に
記
載

さ
れ
て
い
る
者
、
又
は
そ
の
配
偶
者
、

直
系
尊
属
も
し
く
は
、
直
系
卑
属
が

請
求
す
る
場
合
。
口
国
も
し
ぐ
は
、

地
方
公
共
団
体
の
職
員
、
又
は
法
務

省
令
で
定
め
ら
れ
た
日
本
専
売
公
社

な
ど
特
定
の
公
法
人
の
役
員
も
し
く

は
職
員
が
職
務
上
請
求
す
る
場
合
。

日
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
、
税
理
士
、
社
会
保
険
労
務

上
、
弁
理
士
、
海
事
代
理
士
又
は
行

政
書
士
が
、
職
務
上
請
求
す
る
場
合

を
の
ぞ
き
、
請
求
の
事
由
を
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な

り
、
い
た
ず
ら
に
他
人
の
戸
籍
謄
本

や
戸
籍
抄
本
の
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
の
を
防
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、
除
籍
謄
本
や
除
籍
抄

本
に
つ
い
て
は
、
0
除
籍
に
記
載
さ

れ
て
い
る
者
又
は
そ
の
配
偶
者
、
直

系
尊
属
も
し
く
は
直
系
卑
属
に
か
ぎ

り
、
手
数
料
を
納
め
て
そ
の
交
付
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ

れ
た
。
口
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の

職
員
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど
特

定
の
職
業
の
者
、
そ
の
他
法
務
省
令

で
定
め
る
特
定
の
公
法
人
の
役
員
も

し
く
は
職
員
が
そ
の
職
務
上
必
要
な

と
き
は
当
該
除
籍
に
記
載
さ
れ
て
い

る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
交
付
請

求
を
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
以
外
の
者
が
除
籍
謄
本

や
除
籍
抄
本
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
相
続
関
係
を
証
明
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
と
か
、
裁
判
所
に

提
出
す
る
と
き
な
ど
に
限
定
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

国
保
よ
り
お
知
ら
せ

今
年
は
国
保
被
保

険
者
証
の
検
認
は

行
な
い
ま
せ
ん

　
世
帯
主
は
も
う
一
度
目
分
の
家
の
被

保
険
者
証
を
確
め
て
転
入
等
に
よ
る
記

入
洩
れ
や
、
転
出
・
死
亡
等
に
よ
る
消

し
込
み
が
あ
っ
た
ら
、
役
場
の
窓
口
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
出
稼
者
の
帰
省
時
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
お
医
者
さ
ん
に
っ
づ
け
て
か

か
っ
て
い
る
家
族
が
あ
る
場
合
は
至
急

社
会
保
険
と
国
保
の
切
り
か
え
手
続
き

を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

　
手
続
き
が
郡
合
に
よ
り
遅
れ
る
場
合

は
お
医
者
さ
ん
に
「
何
月
側
日
」
に
退

職
し
た
こ
と
を
申
し
出
て
下
さ
い
。

　
そ
の
ま
＼
に
し
て
お
く
と
あ
と
で
社

会
保
険
か
ら
医
療
費
の
全
額
を
請
求
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
国
民
健
康
保
険
係
）

（4

戸
籍
の
窓
口
か
ら

二
月
受
付
分
　
（
受
付
順
）

5
つ
二
ん
蔑

お
め
で
と
盛
衡

佐
藤
芳
平
・
坂
田
ミ
ツ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
室
野

翻
難
栃
騒

　
　
　
　
父
徹

室
岡
　
暁
　
　
　
　
長
男

　
　
　
　
母
一
恵

松
沢
悦
子
父
啓
太
郎
二
女

　
　
　
　
母
よ
り
子

池
墨
児
父
千
代
二
長
男

　
　
　
　
母
弘
子

関
谷
努
父
芳
訓

　
　
　
　
母
初
子

喬
摩
父
久
宣
、

　
　
　
　
母
秀
子

小
山
シ
ゲ

若
月
義
広

関
谷
サ
ワ

柳
　
フ
ク

仲
村
豊
八

中
条
三
二

佐
藤
イ
ワ

西
潟
武
夫

山
岸
ミ
ヤ

佐
藤
リ
ン

六
七
オ

八
五
オ

八
三
オ

八
七
オ

五
九
オ

七
四
オ

七
六
オ

七
五
オ

八
九
オ

七
七
オ

え
び
す
や

池
尻
お
お
や

儀
明
あ
た
し
ゃ

田
野
倉
大
模

長
男
松
代
こ
う
じ
や

長
女
仙
納
森
下

桐
山
し
ろ
べ
い

田
代
　
田
端
や

松
代
ご
ん
ね
ん

松
代
三
ッ
井
や

儀
明
　
ぎ
へ
い

竹
所
　
石
原

室
野
　
沖

福
島
ひ
が
し
や

木
和
田
原
で
と

木
和
田
原
ぶ
ぜ
ん

人ロのうこき

3月1日現在

数1，967（十2）
男3，838（一7）
女3，927（一】）
計7，765（一8）

帯

口

世
人

10
13
23

亡
出
計

死
転
減

5
　
0
　
5

　
1
』
　
　
　
1

生
入
計

出
転
増



保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑳

一
一
3
7
し
甲
一
＝
7
》
ゑ
『
レ
一
申
露
7
》
一
呂
罫
レ
5
＝
『
レ
一
呂
一
『
レ
一
一
…
甲
レ
轟
－
一
7
レ
ー
二
一
『
レ
一
曹
…
層
レ
一
…
7
レ
急
，
『
レ
甲
…
7
レ
轟
富
3
レ

貧
血
に
つ
い
て

ー
β
一
罵
4
｛
4
』
星
－
一
孝
弓
ξ
一
4
一
3
窪
q
。
一
一
一
雪
4
毒
一
一
－
毒
碧
弓
一
…
慧
－
編
零
－
曹
曇
雪
－
の
寺
一
－
，
畳
一
一
－
』
璽

1
貧
血
は
病
気
を
悪
く
し
ま
す
、
ー

　
人
間
の
総
血
液
量
は
体
重
の
約
－
焉

で
す
。
5
0
塊
～
6
0
塊
の
人
の
血
液
量
は

四
〇
〇
〇
～
五
〇
〇
〇
磁
も
あ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
血
液
の
生
理
的
な

作
用
は
、
栄
養
の
運
搬
・
ガ
ス
の
運
搬

・
ホ
ル
モ
ン
の
運
搬
・
排
泄
．
体
温
の

調
節
・
体
の
保
護
な
ど
た
く
さ
ん
の
働

き
を
も
っ
て
い
ま
す
。
貧
血
と
い
う
の

は
病
気
の
名
前
で
は
な
く
血
液
の
中
の

赤
血
球
数
や
血
色
素
の
量
が
正
常
の
価

よ
り
少
な
く
な
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
貧
血
と
最
も
関
係
の

深
い
赤
血
球
や
血
色
素
の
役
割
は
、
酸

素
を
体
の
す
み
ず
み
ま
で
運
搬
し
、
不

要
に
な
っ
た
炭
酸
ガ
ス
を
体
外
へ
運
び

出
す
役
目
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
こ
れ
ら
が
不
足
す
る
と
体
の
あ
ち

こ
ち
に
ガ
タ
が
く
る
わ
け
で
す
。

　
し
か
し
、
長
い
間
か
か
っ
て
こ
の
よ

う
な
状
態
に
な
る
の
で
体
が
自
然
に
な

れ
て
き
て
特
別
の
症
状
の
出
な
い
こ
と

が
多
く
、
こ
れ
を
潜
在
性
の
貧
血
と
い

い
ま
す
。

　
貧
血
症
と
い
う
の
は
、
臨
床
的
に
病

気
と
診
断
出
き
る
状
態
で
、
自
覚
症
や

他
覚
的
な
症
状
が
現
れ
て
き
た
も
の
を

い
い
ま
す
。
め
ま
い
・
ど
う
き
・
身
体

が
だ
る
い
・
疲
れ
や
す
い
・
微
熱
・
顔

や
ま
ぶ
た
が
青
白
く
な
る
な
ど
色
々
あ

り
ま
す
が
、
病
気
が
相
当
進
ん
で
も
こ

の
よ
う
な
症
状
が
明
ら
か
で
な
い
場
合

も
多
い
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
割
含

重
症
の
貧
血
症
だ
け
が
医
師
の
治
療
の

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昔
か
ら
、
「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
と
い

う
教
訓
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
杖
と
は
、

貧
血
傾
向
の
あ
る
人
を
早
く
見
つ
け
出

す
た
め
の
貧
血
検
査
で
す
。

　
52
年
9
月
、
町
で
実
施
し
た
母
性
貧

血
検
査
の
結
果
は
左
記
の
通
り
で
、
非

常
に
貧
血
傾
向
の
人
が
大
勢
い
ま
し
た
。

　
母
性
貧
血
検
査
結
果
（
⑳
～
39
オ
）

　
　
受
診
者
　
四
六
八
人

　
　
異
常
な
し
　
八
八
人
（
1
8
・
8
％
）

　
　
要
指
導
　
一
一
九
人
（
2
5
．
4
％
）

　
　
要
精
検
　
二
六
一
人
（
5
5
・
8
％
）

個
人
あ
て
に
結
果
通
知
を
出
し
て
あ
り

ま
す
が
、
ま
だ
未
受
診
の
人
が
あ
り
ま

す
。
受
診
し
て
治
療
を
継
続
し
て
い
る

人
も
い
ま
す
。
要
精
検
の
通
知
で
未
受

診
の
人
は
一
日
も
早
く
受
診
し
、
医
師

の
指
示
を
受
け
て
下
さ
る
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

　
5
1
年
8
月
の
公
報
に
も
貧
血
に
つ
い

て
書
い
て
あ
り
ま
す
。
各
部
落
に
食
生

活
推
進
員
の
方
が
お
ら
れ
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
で
貧
血
予
防
の
食
事
に
つ
い
て

話
含
っ
た
り
、
調
理
実
習
を
し
、
母
性

貧
血
検
査
の
対
象
と
な
ら
な
い
人
も
、

自
分
自
身
と
共
に
家
族
の
貧
血
を
防
ぐ

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

＆
＆
＆
＆
＆
南
魅
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆

　
　
　
　
　
　
■
ζ
・

役場Aチームが優勝

　
2
月
2
6
日
、
町
卓
求
協
会
主
催
に
よ

る
第
十
二
回
町
内
卓
球
大
会
が
、
松
代

小
学
校
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
午
前
の
団
体
戦
に
は
十
八
チ
ー
ム
が

参
加
、
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

　
当
日
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
団
体
…
…
…
1
8
チ
ー
ム
出
場

　
優
勝
　
役
場
A
チ
ー
ム

　
2
位
　
土
木
A
チ
ー
ム

　
3
位
　
大
林
組
チ
ー
ム

　
〃
　
　
伊
沢
チ
ー
ム

◎
個
人

』
青
年
の
部
0
5
5
名
出
場

5432優位位位位勝

布
施
公
紀

相
羽
信
良

武
田
繁
男

石
口
博
雄

柳
　
善
雄

（
土
木
事
務
所
）

（
菅
刈
分
教
員
）

（
松
代
病
院
）

（
役
場
）

（
〃
）

ー
壮
年
の
部
『
9
名
出
場

　
優
勝
　
高
橋
嵩
一
（
役
場
）

　
2
位
　
池
田
　
猛
（
〃
）

　
3
位
　
大
内
秀
二
（
大
林
組
）

0
女
子
の
部
1
11
名
出
場

　
優
勝
　
関
谷
ふ
じ
え
（
役
場
）

　
2
位
　
斉
藤
充
代
（
室
野
小
教
員
）

　
3
位
　
佐
藤
さ
と
み
（
松
代
高
校
）

二
二

名
が

検
定
試
験
に
挑
戦

商
工
会
珠
算
検
定

　
2
月
1
2
日
に
松
代
中
学
校
で
開
催
さ

れ
た
第
4
8
回
商
工
会
珠
算
検
定
試
験
の

成
績
が
町
商
工
会
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し

た
。　
発
表
に
よ
り
ま
す
と
、

受
験
者
数

合
格
者
数

合
格
率

満
点
合
格
者

で
あ
り
二
級
に
池
田
靖
子
さ
ん

小
六
年
）
が
合
格
し
、

合
格
者
が
あ
り
ま
し
た
。
、

験
の
成
績
で
す
。

八七六五四三二
級級級級級級級

二
二
一
名

一
〇
四
名

四
七
・
〇
五
％

四
名
　
　
　
　
　
（
松
代

　
　
三
級
に
16
名
の

　
　
　
以
下
検
定
試

池
田
靖
子

合
格
者

　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃

（
松
代
塾
Y

一
六
名

一
三
名

一
五
名

二
〇
名

二
二
名

一
七
名

（5）



第
十
八
回
松
代
町
ス
キ
ー
大
会

継
走
で
古
町
チ
ー
ム
が
初
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
月
E
日
、
松
代
町
ス
キ
ー
協
会
主

瞭

嚢

嚢

灘

ス
キ
ー

バ
ッ
チ
テ
ス
ト
結
果

催
に
よ
る
第
十
八
回
松
代
町
ス
キ
ー
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
は
、
少
林
寺
山
ス
キ
ー
場
を
会

場
に
、
回
転
・
大
回
転
・
婦
人
レ
ー
ス

が
、
午
後
は
会
場
を
統
合
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
に
移
し
、
駅
伝
継
走
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
大
会
の
花
、
駅
伝
継
走
に
は
オ
ー
プ

ン
参
加
を
含
め
二
十
チ
ー
ム
が
参
加
、

応
援
の
拍
手
と
か
け
声
を
う
け
、
大
熱

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▲
回
　
転
▼

☆
青
年
一
部

①
鈴
木
孝
雄
②
瀬
沼
伸
彦
③
山
岸
　
進

☆
青
年
二
部

①
市
川
佳
雄
②
関
谷
栄
治
③
武
田
芳
夫

☆
第
一
壮
年
の
部

①
関
谷
松
雄
・
関
谷
昭
栄
③
鈴
木
昭
平

☆
第
二
壮
年
の
部

①
関
谷
政
一
②
関
谷
　
博
③
関
谷
忠
吉

☆
第
三
壮
年
の
部

①
富
沢
恭
松
②
樋
口
政
栄
③
若
井
武
徳

▲
大
回
転
▼

O
…
O
…
O
。
・
・
O
…
O
…
O
。
・
・
O
…
O
。
。
・
0
・
。
・
O
・
・

　
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
の
ス
キ
ー

バ
ッ
チ
テ
ス
ト
が
、
2
月
2
0
日
少
林
寺

山
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
検
定
合
格
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

級別 氏　　　　　　名 年令 住　　　　所

1 関谷　　稔幸 17 松代
〃 佐藤　　　　透 15 木和田原
〃 相沢　　　　一 14 松代
〃 樋口　　信幸 20 〃

2 牧田　　　　宏 16 峠

〃 高橋　　洋一 16 会沢
〃 高沢　　修一 16 松之山
〃 小野島　　博 16 会沢
〃 市川　　　　司 16 松代
〃 牧田　　修司 16 峠

〃 佐藤　　嘉幸 15 松代
〃 関谷　　正博 14 〃

〃 柳　　　　隆夫 14 〃

〃 牧田　　　　豊 1　7 峠

〃 牧田　　益夫 17 〃

5 鈴木　　正利 42 松代
〃 牧田　　栄子 17 峠

〃 山賀　　和広 11 松代
〃 江口　　　　実 15 峠

〃 牧田　　正樹 15 〃

〃 小島　　正志 11 松代
〃 小林　　　　尚 11 〃

〃 鈴木　　祐嗣 10 〃

4 柳　　　　雅友 10 〃

〃 関谷美智子 12 太平
〃 富沢　　智子 12 〃

〃 富沢かつみ 12 松代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

☆
青
年
一
部

①
鈴
木
孝
雄
②
五
十
嵐
勲
③
関
谷
邦
一

☆
青
年
二
部

①
武
田
芳
夫
②
市
川
佳
雄
③
佐
藤
徹
夫

☆
第
一
壮
年
の
部

①
関
谷
昭
栄
②
佐
藤
政
行
③
小
堺
　
晃

☆
第
二
壮
年
の
部

①
平
沢
　
清
②
関
谷
忠
吉
③
関
谷
政
一

☆
第
三
壮
年
の
部

①
樋
口
政
栄
②
矢
代
午
三
③
富
沢
恭
松

▲
婦
人
レ
ー
ス
▼

①
小
島
ケ
イ
②
関
谷
光
子
③
佐
藤
日
出

子
▲
駅
伝
継
走
▼

①
古
町
チ
ー
ム
　
　
（
鈴
木
孝
雄
．
関
谷

　
邦
一
・
佐
藤
幸
治
）

②
商
工
会
A
チ
ー
ム
　
　
（
樋
口
堅
一
・

　
山
岸
進
・
鈴
木
誠
一
）

③
郵
便
チ
ー
ム
　
　
（
佐
藤
政
行
．
関
谷

　
昭
栄
・
石
口
松
男
）

④
商
工
会
B
チ
！
ム
　
　
（
関
谷
松
雄
・

　
万
羽
二
男
・
山
賀
茂
）

⑤
役
場
A
チ
1
ム
　
　
（
武
田
芳
夫
・
堀

　
川
一
郎
・
高
橋
博
）

⑥
司
工
務
店
A
チ
ー
ム
　
（
小
堺
国
栄

　
・
山
本
吉
郎
・
室
岡
茂
男
）

◎
駅
伝
継
走
ラ
ッ
プ
タ
イ
ム

①
鈴
木
孝
雄
②
関
谷
邦
一
③
石
口
博
雄

④
佐
藤
幸
治
⑤
佐
藤
政
行
⑥
樋
口
堅
一購



松
代
町

第
器
回

小
．
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
結
果

主期
催日
　
2
　
月
　
9
　
日

松
代
町
教
育
振
興
会

　　　睡灘

睡1

灘，鞭…羅

馨
澱
：

　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　

ペ
　
　
　
　
　

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　

ヤ
　
　
ペ

　
　
刀
4
刀
4
4
4
刀
4
　
小
小
小
小
小
小

櫛
離
”
離
”
雛
論
”
灘
”
訥
”
離
離
霧

の
　
男
嗣
志
彦
博
尚
徹
広
二
幸
清
マ
　
男
幸
雄
彦
和
広
保

竺
、
｝
祐
正
武
修
勝
勇
信
隆
｝
、
｝
弘
秀
武
鰍
和
広

位
　
　
木
嶋
堺
松
林
谷
藤
藤
谷
川
村
子
　
藤
木
堺
十
賀
堺

辮
柳
鈴
2
村
小
関
佐
佐
関
市
上
鰯
佐
斉
小
五
山
小

上
校
①
②
⑤
④
⑤
⑤
①
②
⑤
④
⑤
⑤
学
①
②
⑤
④
⑤
⑤
⑤

＜
岸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小

　
刀
年
　
　
　
　
年
　
　
　
　
＝
年

圃
　
＝
　
愚
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愚
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
転
営
子

　
転
5
　
　
　
　
6
　
　
　
　
回
5

　
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、

渕
劃
瀾
”
醐
”
劉
”
”
㎜
訓
劇
㎜
〃
〃
劉
翻
〃
〃
〃
〃
〃
〃
鮒
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
尉
離

．
．
職
鯖
．
講
騨
群
柵
鮮
欝
髪
編
器
・
鷺
竸
難
欝
講
響
難
叢
野

幡
川
捲
岸
谷
子
馨
難
馨
臨
麓
沢
賀
橋
堺
山
。
木
欝
川
橋
簾
橋
羽
賀
柚
谷
穐
条
翫

野
舘
鞍
籍
羅
雛
韓
伽
勲
舗
騨
辮
器
雛
器
幽
騎

　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学

鞍
　
　
籔
　
　

鞍
　
　
馨
　
　

鞍
　
　
霧
　
　
韓

6
　
　
　
　
　
回
5
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
離
5
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
離
5
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
大
　
　
　
　
　
　
　
　
距
　
　
　
　
　
　
　
　
距

継走く上位5チームまでの入賞＞

小学校男子①　松代小学校A

　　　　　②　松代小学校B

　　　　　⑤　室野小学校A
小学校女子①　松代小学校A

　　　　　②　松代小学校B
　　　　　⑤　清水小学校B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
　
　
　
中

　
　
中
　
中
中
　
　
中
中
中
　
中
　
中
中
中
　
　
中
中
　
川
　
中
　
川
　
中
中
　
　
中
　
中
中

勘
猷
”
融
獣
”
”
糠
融
猷
”
胤
凝
”
”
離
嫌
”
説
”
嫌
”
説
融
”
猷
”
融
黙

入

⑩
忠
欝
、
政
贈
哲
漱
忠
灘
統
纏
舞
哲
慰
簿
羅
肝
欝
霧
浩
解

ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
己
　
　
　
　
美

磐
酬
醸
酵
鷺
鷺
顯
柳
誰
験
膿
騨
綴
揖
糀
鷺
麟
蔽
囎
献

位
男
　
　
　
　
　
　
　
校
　
　
　
　
　
　
　
校
　
　
　
　
　
　
　
男

上
校
①
②
⑤
①
②
⑤
①
②
⑤
学
①
②
⑤
①
①
⑤
①
②
⑤
学
①
②
⑤
①
②
⑤
①
②
⑤
校
①
②
⑤
①

＜
学
　
　
　
　
　
　
　
中
　
　
　
　
　
　
　
中
　
　
　
　
　
　
　
学

鷹
購
麟
辮
穫
麟
購
懸
麟
辮
糊
麟

中
　
　
　
　
中
　
中
　
　
　
　
　
　
　
　
中

代
〃
〃
〃
平
　
代
〃
〃
〃
〃
〃
”
”
水

松
　
　
　
山
　
松
　
　
　
　
　
　
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

久
明
久
一
樹
　
美
子
生
美
り
子
子
子
子

義
英
武
石
正
　
和
和
弥
恵
ま
俊
富
元
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
嵐
　
　
　
　
夕

川
川
谷
沢
岸
賀
橋
村
十
口
口
雲
山

市
市
関
富
山
子
山
柳
高
中
五
樋
石
南
秋

　
　
　
　
　
女

②
⑤
①
②
⑤
校
①
②
⑤
①
②
⑤
①
②
⑤

　
　
　
　
　
学

　
　
年
　
　
中
年
　
　
年
　
　
年

　
　
学
　
　
＝
学
　
　
学
　
　
学

　
　
5
　
　
離
1
　
　
2
　
　
5

　
　
　
　
　
距

継走

中学校男子①　松代中学校B

　　　　②　　　〃　　C

　　　　⑤　　　〃　　A
中学校女子①　　　〃　　A

　　　　②清水中学校

　　　　⑤松代中学校G

　　　　恩懸蟷

壷
』

　
　
頻

（7）



（8）

努
町
柚
餅
が
ん
ば
り
ま
し
た

松
代
高
校
選
手
の

　
　
　
　
　
　
　
　
記
録

◎
上
越
ス
キ
ー
大
会

　
期
日
　
－
月
9
日
～
1
3
日

　
会
場
　
関
温
泉
・
池
之
平
温
泉

・
大
回
転
　
　
7
位

。
回
　
転
　
　
6
位

。
距
離
焉
㎞
　
3
位

　
　
　
　
　
4
位

　
　
　
　
　
8
位

　
　
　
　
　
9
位

・
4
0
㎞
リ
レ
ー
　
2
位
・

関
谷
浩
好
・
柳
健
司
・
上
村
家
一
）

関
谷
稔
幸

　
〃
柳
　
時
夫

関
谷
浩
好

柳
　
健
司

上
村
家
一

　
（
柳
時
夫
・

◎
新
潟
県
ス
キ
ー
大
会

　
期
日
　
－
月
1
8
日
～
2
1
日

会
場
　
津
南
マ
ウ
ン
ト
パ
ー
ク
ス
キ

　
　
　
ー
場

・
大
回
転
　
　
2
0
位
　
竹
内
賢
司

・
回
　
転
　
　
9
位
　
関
谷
稔
幸

　
　
　
　
　
1
1
位
　
若
月
　
等

・
距
離
1
5
㎞
　
9
位
　
柳
　
時
夫

・
4
0
㎞
リ
レ
ー
　
8
位
・
（
柳
健
司
・

柳
時
夫
・
関
谷
浩
好
・
上
村
家
一
）

◎
新
潟
県
ス
キ
ー
選
手
権

期
日
　
1
月
2
2
日
～
2
6
日

会
場
　
池
之
平
温
泉

。
大
回
転
　
　
1
0
位
　
若
月

◎
全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会

期
日
　
2
月
6
日
～
1
3
日

会
場
　
北
海
道
・
小
樽

・
回
　
転
　
　
62
位

　
　
　
　
　
関
谷
稔
幸

・
距
離
焉
㎞
　
77
位

　
　
　
　
　
柳
時
夫

等

（
一
六
〇
人
中
）

（
二
五
〇
人
中
）

，
o
，
？
サ
，
σ
，
，
，
奪
サ
，
？
Ψ
，
サ
，
サ
サ
ー
，
，
？
ー
サ
，
，
1
，
，
，
，
，
サ
，
サ
ヤ
●

松
代
中
学
校
選
手
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
録

◎
第
四
回
池
之
平

　
　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ス
キ
ー
大
会

期
日
　
52
年
1
2
月
27
日
～
2
8
日

⇔
距
離
男
子

⇔
距
離
女
子

107　6　】912　1

位位位位位位

万
羽
琢
哉

佐
藤
純
一

富
沢
博
幸

五
十
嵐
マ
リ
子

石
口
富
子

中
村
知
恵
美

◎
上
越
地
区
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

期
日
　
5
3
年
】
月
1
2
日
～
1
4
日

⇔
距
離
男
子
－
o
㎞

⇔
距
離
女
子
5
㎞

・
大
回
転
　
1
3
位

・
回
　
転
　
1
0
位

1
位
　
万
羽
琢
哉

招
位
　
佐
藤
純
一

10

位
　
石
ロ
富
子

12

位
五
十
嵐
マ
リ
子

佐
藤
嘉
幸

関
谷
正
博

◎
第
21
回
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

期
日
　
5
3
年
】
月
2
4
日
～
25
日

　
会
場
　
六
日
町
・
小
千
谷
ス
キ
ー
場

⇔
距
離
男
子
10
㎞
　
1
位
　
万
羽
琢
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
1
9
位
　
関
谷
武
久

Φ
距
離
女
子
5
㎞
　
”
位
　
石
口
富
子

⇔
男
子
リ
レ
ー
（
5
㎞
×
4
）

　
5
位
（
万
羽
琢
哉
・
佐
藤
純
一
・

　
富
沢
博
幸
・
関
谷
武
久
）

⇔
女
子
リ
レ
ー
（
3
㎞
×
3
）
1
2
位

　
（
五
十
嵐
マ
リ
子
・
石
口
富
子
．
中

　
村
知
恵
美
）

◎
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

期
日
　
5
3
年
2
月
7
日
～
9
日

会
場
　
草
津
温
泉

・
距
離
男
子
10
㎞
　
∬
位
　
万
羽
琢
哉

・
男
子
リ
レ
ー
　
新
潟
県
は
4
位

　
（
2
走
に
万
羽
琢
哉
）

ゆ

こ
わ
い
幼
児
の

行
動
ス
タ
イ
ル

交通事故

　
子
供
の
交
通
事
故
の
中

に
は
、
大
人
で
は
と
う
て

い
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

カ
タ
チ
で
お
こ
る
例
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
、
子
供
の
行

動
の
特
性
が
原
因
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

　
交
通
事
故
に
つ
な
が
り
や
す
い
子
供

の
行
動
の
特
徴
と
し
て
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、

お
母
さ
ん
方
の
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

〈
そ
の
一
V
　
　
一
つ
の
こ
と
に
夢
中
に

な
る
と
、
ま
わ
り
の
物
が
目
に
入
ら
な

く
な
る
。

・
道
路
で
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
で
い
て
、

　
車
が
近
づ
い
て
も
気
が
つ
か
な
い
。

・
ボ
ー
ル
を
追
っ
か
け
て
、
い
き
な
り

　
車
道
に
飛
び
出
す
。

・
道
路
の
反
対
側
か
ら
、
親
や
友
達
に

　
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、
手
を
振
っ
て

　
合
図
さ
れ
る
と
、
い
き
な
り
車
道
へ

　
飛
び
出
す
。

・
親
と
手
を
つ
な
い
で
歩
い
て
い
て
も
、

　
興
味
の
あ
る
物
（
た
と
え
ば
お
も
ち

　
ゃ
屋
）
な
ど
を
車
道
の
反
対
側
に
見

　
つ
け
た
ら
、
つ
な
い
だ
手
を
振
り
切

　
っ
て
も
飛
び
出
そ
う
と
す
る
。

〈
そ
の
二
〉
　
そ
の
時
そ
の
時
の
気
分

に
よ
っ
て
行
動
が
変
わ
る
。

・
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
る
と
、
は
し
ゃ

　
い
で
落
ち
つ
き
が
な
く
な
る
。
ま
た
、

　
父
母
に
叱
ら
れ
た
り
す
る
と
そ
の
こ

　
と
ば
か
り
が
気
に
な
り
、
ま
わ
り
を

　
見
な
い
で
道
路
を
歩
い
た
り
す
る
。

〈
そ
の
三
〉
　
物
事
を
単
純
に
し
か
理

解
で
き
な
い
。

・
走
っ
て
い
る
車
が
止
ま
る
た
め
に
、

　
ど
の
く
ら
い
の
距
離
が
必
要
な
の
か

　
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

〈
そ
の
四
〉
　
大
人
の
ま
ね
を
す
る
。

・
信
号
を
無
視
し
て
横
断
し
た
り
、
交

　
通
ル
！
ル
を
守
ら
な
い
大
人
を
見
て
、

　
そ
の
通
り
の
ま
ね
を
す
る
。

〈
そ
の
五
〉
　
物
か
げ
で
遊
び
た
が
る
。
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生
産
調
整
と
稲
作

　
今
、
我
が
国
は
ご
承
知
の
通
り
、
米

が
過
剰
生
産
と
い
う
農
民
と
し
て
信
じ

ら
れ
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
私
達

の
よ
う
に
、
昭
和
初
期
か
ら
農
業
の
中

で
苦
し
ん
で
来
た
者
達
に
と
っ
て
「
信

じ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
丁
度

宇
宙
時
代
を
迎
え
た
現
代
の
進
歩
の
中

で
納
得
の
い
か
な
い
数
々
の
変
化
進
歩

と
同
様
の
驚
き
と
い
う
他
な
い
訳
だ
。

　
料
学
の
進
歩
と
か
発
展
は
ど
う
も
自

分
達
と
別
の
と
こ
ろ
で
行
な
わ
れ
て
い

る
よ
う
な
感
じ
な
の
だ
。
又
、
二
〇
〇

海
里
時
代
も
び
っ
た
り
こ
な
い
。
他
で

騒
い
で
い
る
こ
と
の
よ
う
な
気
が
す
る
。

こ
れ
は
現
実
の
心
理
的
環
境
と
い
う
か
、

自
己
本
位
と
い
う
か
、
強
い
て
言
え
ば

動
物
本
能
と
で
も
言
う
よ
り
仕
方
あ
る

ま
い
。
現
に
全
国
的
転
作
率
よ
り
わ
が

町
は
低
い
率
だ
と
い
う
こ
と
で
安
心
し

て
い
る
。
そ
れ
は
事
実
だ
。

　
と
こ
ろ
で
全
国
的
視
野
の
中
で
合
は

良
い
の
だ
が
、
た
だ
町
長
さ
ん
の
お
力

を
感
謝
し
喜
ん
で
い
る
こ
と
が
永
く
続

く
の
だ
ろ
う
か
、
来
年
は
…
…
。
五
年

後
は
…
…
。
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
推

移
を
た
ど
る
だ
ろ
う
か
。
な
る
よ
う
に

し
か
な
ら
ぬ
の
だ
。
そ
れ
で
良
い
の
だ

…
…
で
い
い
だ
ろ
う
か
。
先
人
の
言
葉

に
「
考
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
自

体
が
罪
だ
」
（
後
藤
静
香
）
と
い
う
の

が
あ
る
の
を
思
い
起
こ
そ
う
。
教
育
問

題
で
も
、
少
年
犯
罪
で
も
、
合
我
々
が

関
係
な
い
と
思
っ
て
い
る
数
々
の
問
題

で
も
、
や
が
て
は
私
達
の
子
や
孫
の
世

代
に
、
い
や
明
日
に
で
も
身
近
に
起
き

な
い
と
は
断
定
出
来
な
い
事
件
な
の
だ
。

　
あ
る
政
党
は
、
減
作
反
対
を
表
明
す

る
。
で
は
、
そ
れ
を
ど
う
す
れ
ば
解
決

出
来
る
の
か
。
米
飯
を
こ
れ
以
上
食
べ

れ
る
の
か
。
否
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
と
思
う
と
ゾ
ッ
と
す
る
。
基
盤

整
備
を
し
て
排
水
灌
水
の
状
態
所
謂
管

理
の
良
好
な
水
田
が
多
く
な
っ
て
く
る

明
日
、
減
収
を
望
め
と
言
う
こ
と
自
体

笑
い
話
で
あ
る
。
で
も
米
は
そ
う
で
も

農
産
物
全
体
と
し
て
は
輸
入
に
頼
る
物

資
が
非
常
に
多
い
こ
と
は
、
こ
れ
又
ご

存
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
う
し
た
ら

今
そ
う
い
う
農
産
物
を
ど
う
す
れ
ば
作

付
し
収
穫
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
出
来

る
か
を
、
今
こ
そ
真
剣
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
き
だ
と
思
う
。
水
田
利

用
再
編
対
策
協
議
会
が
発
足
し
た
。
町

長
、
農
協
組
合
長
、
農
業
委
員
会
会
長
、

町
議
会
副
議
長
が
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
と
い
う
。
　
一
応
要
点
は
完
壁
で
あ
ろ

う
が
、
皆
様
多
忙
な
公
務
を
お
持
ち
の

方
々
で
あ
る
。
そ
こ
が
動
か
な
く
て
も

今
年
は
良
い
の
だ
。
「
そ
れ
で
い
い
の

だ
。
」
天
オ
バ
カ
ボ
ン
の
言
っ
て
い
る

通
り
だ
。

　
と
こ
ろ
で
こ
こ
に
提
案
す
る
。
今
年

の
米
の
出
荷
計
画
は
町
で
九
八
、
○
○

○
袋
。
こ
れ
は
実
質
的
に
は
不
能
の
数

字
で
は
な
い
が
、
今
ま
で
通
り
だ
と
難

儀
な
数
で
あ
る
の
だ
。
豊
否
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
る
数
字
だ
。

　
内
在
消
費
米
（
こ
れ
は
身
内
に
食
べ

て
も
ら
っ
て
い
る
も
の
）
を
自
主
流
通

米
と
し
て
食
管
の
認
め
る
も
の
と
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
も
の
か
。
食
管
を
な

し
崩
し
に
し
な
い
た
め
に
も
、
余
剰
米

を
作
ら
な
い
た
め
に
も
、
農
協
の
管
理

下
で
注
文
を
い
た
だ
い
て
発
送
出
来
れ

ば
対
手
が
大
き
な
企
業
で
な
く
て
も
、

そ
れ
こ
そ
品
質
等
級
等
に
も
特
別
自
主

米
と
し
て
政
策
の
中
に
織
込
め
な
い
こ

と
は
な
い
と
思
う
。
実
際
は
そ
れ
で
動

い
て
い
る
数
量
は
か
な
り
あ
る
と
思
う
。

そ
れ
が
出
来
れ
ば
銘
柄
米
は
大
き
な
比

率
と
な
っ
て
出
荷
さ
れ
る
は
ず
だ
と
思

う
。　
か
っ
て
は
、
自
主
流
通
米
の
前
身
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
点
で
今
日
の
状
態

に
な
っ
た
の
だ
。
法
厳
し
け
れ
ば
法
を

く
ぐ
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
も
の
だ
。

こ
う
い
う
食
管
特
別
法
の
よ
づ
な
も
の

が
出
来
た
ら
、
実
質
的
な
米
飯
消
費
量

も
正
確
に
つ
か
め
る
と
思
う
が
…
…
。

　
も
う
一
？
・
：
：
荒
廃
し
て
い
る
国
土

（
町
の
土
地
）
を
生
か
す
対
策
は
、
こ

れ
こ
そ
、
町
・
農
協
と
町
を
あ
げ
て
の

事
業
と
し
て
腹
を
く
く
っ
て
計
画
実
行

を
果
さ
な
け
れ
ば
、
将
来
、
子
孫
に
な

ん
と
お
詫
び
の
し
ょ
う
も
な
い
こ
と
に

は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
考
え
な
い
こ
と
は
罪
で
あ
る
」

も
う
一
度
こ
の
言
葉
を
繰
返
し
て
の
稿

を
終
わ
り
ま
す
の

　
　
　
昭
和
五
十
三
年
二
月

通
信
制

入
学
生
を

　
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
通
信
制
課
程
の
生
徒

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
通
信
制
課
程
で
は
、
教
科
書
、
学
習

書
が
無
償
配
布
さ
れ
、
授
業
料
は
不
要

で
す
。
又
月
額
五
千
円
の
修
学
奨
励
金

貸
与
制
度
や
、
所
得
税
勤
労
学
生
控
除

の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

☆
応
募
資
格
…
…
中
学
校
卒
業
も
し
く

　
は
今
年
の
三
月
卒
業
見
込
み
の
人
、

　
ま
た
は
中
学
校
卒
業
と
同
程
度
の
学

　
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
（
年
齢
、

　
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
。
）

☆
願
書
提
出
期
間

　
　
二
月
二
十
一
日
～
四
月
十
日

　
な
お
通
信
制
課
程
は
、
新
潟
高
校
と

高
田
南
城
高
校
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
課
程
は
勉
強
し
た
い
科
目
だ

け
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
出
身
中
学
校
か
出
願
す

る
高
校
、
ま
た
は
県
教
育
庁
高
等
学
校

教
育
課
（
電
話
　
〇
二
五
二
i
二
三
：

五
五
九
九
）
へ
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

停
電
の
お
知
ら
せ

000

3
月
3
0
日
（
木
曜
日
）

午
前
9
時
3
0
分
か
ら
1
2
時
ま
で

田
沢
午
後
】
時
3
0
分
か
ら
4
時
ま
で

室
野
．
木
和
田
原
．
竹
所
・
濁
・
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“
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ら
き

芸
　
　
　
淵

し
ぶ
み
句
会

　
　
　
　
　
　
春
山
他
石
先
生
　
選

　
　
　
　
　
　
－
月
7
日
於
山
平
旅
館

新
年
初
句
会

姓
変
え
し
教
え
子
ふ
え
し
賀
状
か
な

稿
了
え
て
ひ
と
り
の
刻
を
年
守
る

雪
卸
す
七
日
の
雨
と
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

雪
や
み
て
窓
の
明
る
き
屋
並
み
か
な

去
年
今
年
古
妻
着
飾
る
こ
と
も
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

峠
越
え
こ
こ
よ
り
雪
の
深
き
か
な

月
青
く
雪
化
粧
し
て
大
伽
藍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

染
め
ぬ
き
の
揃
い
は
ん
て
ん
寺
年
始

白
梅
の
三
つ
ほ
ど
開
き
寒
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

雪
に
灯
を
供
え
拝
み
て
銘
始
め

雪
折
れ
の
松
も
ら
い
来
て
注
連
飾
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

大
晦
日
元
日
二
日
風
邪
に
伏
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

仰
ぎ
見
る
鶏
足
山
の
初
景
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

大
寺
の
礼
者
の
列
の
人
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
　
舟

雪
静
か
瀬
音
を
聞
き
し
山
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
水

吾
子
と
入
り
大
き
と
感
ず
初
湯
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
　
夫

元
朝
の
鶏
足
山
は
雨
も
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

初
詣
木
の
間
ぬ
い
行
く
灯
が
ゆ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

餅
喰
っ
て
仕
事
始
め
を
す
る
心
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

寒
の
入
り
屋
根
う
っ
雨
や
め
ず
ら
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
一

元
日
に
梅
の
一
輪
ほ
こ
ろ
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

　
　
　
　
　
（
2
月
4
日
於
公
明
居
）

餅
花
の
ゆ
れ
て
火
風
の
た
ち
に
け
り

小
正
月
過
ぎ
て
野
鍛
治
の
鍬
う
て
り

春
立
つ
も
動
き
の
に
ぶ
き
金
魚
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

厩
か
ら
始
末
終
え
き
て
熱
き
燗

新
築
を
寿
ぎ
立
春
の
句
宿
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

大
寒
の
き
び
し
廊
下
を
手
洗
い
に

淋
し
さ
に
窓
を
明
け
れ
ば
雪
小
止
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

出
稼
を
止
め
て
雪
掘
り
人
夫
に
出

ま
ろ
び
込
む
あ
ら
れ
の
か
さ
の
う
ず
高

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

分
校
の
豪
雪
休
み
始
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

豆
を
ま
く
声
も
聞
こ
え
ぬ
吹
雪
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嫡
　
史

雪
の
嵩
い
よ
い
よ
増
し
て
国
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

餅
花
の
座
敷
で
産
湯
使
い
し
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
　
舟

豪
雪
の
三
日
三
晩
で
埋
る
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

ブ
ル
去
れ
る
後
を
起
き
出
で
雪
踏
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
　
男

こ
こ
か
し
こ
か
ま
く
ら
灯
り
子
ら
集
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
　
水

吹
雪
し
て
又
吹
雪
し
て
寒
明
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

点
滴
の
し
ず
く
数
え
て
春
を
待
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
一

鉢
梅
の
き
さ
ら
ぎ
早
も
ふ
く
ら
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
oo

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
　
柳

雪
降
り
て
隣
の
街
も
遠
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

一
圓
凹
〃
か
ま
く
ら
〃

　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
　
茶
水

か
ま
く
ら
や
小
さ
き
な
が
ら
も

　
子
の
丹
勢

こ
＼
か
し
こ
か
ま
く
ら
灯
る
子
の
祭
り

病
人
を
叱
る
も
看
護
合
朝
の
雪

病
人
の
手
押
し
車
や
日
邪
伸
ぶ

離
村
せ
し
一
卜
村
ひ
そ
と
雪
の
原

圖
　
　
　
松
代
　
　
本
柳
　
　
常
仙

初
雪
や
ま
ご
の
手
赤
き
雪
ま
ろ
け

御
水
取
り
越
の
山
々
雪
深
し

歳
老
い
し
単
伝
山
の
坂
長
し

臆
切
る
背
な
の
丸
さ
や
妻
古
り
ぬ

戌
辰
役
武
者
か
通
り
し
雪
の
経
塚
峰

圖
　
　
　
松
代
　
富
沢
ふ
よ
う

し
め
な
わ
に
心
力
こ
め
て
か
た
く
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
月
16
日
）

星
取
り
に
た
の
し
み
な
が
ら

　
カ
ッ
プ
う
く
　
　
　
（
1
月
22
日
）

金
カ
ッ
プ
酒
の
う
ま
さ
と
き
も
ち
よ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
】
月
22
日
夜
）

あ
や
め
コ
ッ
プ
水
を
さ
す
と
て

　
酒
を
っ
ぐ
　
　
（
ス
キ
ー
大
会
の
日
）


